
 
平成23年度東海地区大学図書館協議会 

 

12月15日13：00-13：50 
名古屋大学附属図書館 堀 友美 
 

電子情報 
～データベース・電子ジャーナル・電子書籍～ 

図書館職員基礎研修 



本日の内容 

 データベース 

 参考図書：書誌・所蔵目録/索引・抄録誌/データ集など 

 電子ジャーナル 

 雑誌 

 電子書籍 

  図書 

 電子コレクション（デジタルアーカイブ） 

 貴重書/古典籍など 

   

 

図書館資源としての電子情報 



本日の内容 

１．データベース 
 

２．電子ジャーナル 
 

３．電子書籍 
 

４．利用者教育  



 収録内容 
 書誌データベース 

 出版・販売情報 

 書誌・所蔵情報（目録データベース） 

 索引・抄録情報（文献情報データベース） 

 全文データベース 

 収録範囲 
 全分野 ⇔ 分野特化 

 提供媒体 
 ネットワーク型 ⇔ パッケージ型（CD-ROM, DVDなど） 

１．データベース 

データベースの種類 



二次資料・・・一次資料を調べるための資料 

      資料を特定するための情報 = 書誌情報 を収録 

書誌・所蔵データベースで検索 

→ 入手 

後 決 定 料 資 

著者名、論題 

雑誌名、ページ 

抄録… 

データベース 

電子ジャーナル 

著者名、論題 

雑誌名、ページ 

抄録… 

本文、ＧＥＴ！ 

１．データベース 

書誌データベース 

雑誌記事/論文の場合 



１．データベース 

 国内 
 CiNii Articles（全分野） 

 医中誌Web （医学） 

 海外 

 Web of Science（全分野）  

 EBSCOhost（複数分野） 

 * Biological Abstracts（生物科学） * CINAHL（看護学） 

 * MEDLINE（生命科学・医学） * Cochrane Collection （医療） 

  * ERIC（教育学） * PsycINFO（心理学） * MLA（言語学）など 

 PubMed （http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed） 

代表的な書誌データベース 



 収録範囲  

 国立国会図書館雑誌記事索引＋学協会誌・大学研究紀要など 

 本文情報（一部有料） 

 論文情報1,500万件中370万件に本文有（2011年10月1日時点） 

 オープンアクセス誌（約3,400誌） 

 ＋ 機関定額制サービス契約機関は定額許諾誌（約400誌）の 

       本文を利用可能 

 引用情報 

 自然科学分野の学術論文誌・学協会誌に掲載された論文の 

 引用情報を収録  

１．データベース 

CiNii Articles（国立情報学研究所） 
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１．データベース 

http://www.nul.nagoya-u.ac.jp 



１．データベース 

分野別リスト 

のメニュー 



インターネット 中学生 

１．データベース 

http://ci.nii.ac.jp/ 



論理演算子を用いて入力語の関係を指定する 

AND OR NOT 

AB両方を含む ABどちらかを含む Aを含みBを含まない 

記号や入力のしかたはデータベースによって違う→HELPや入力例で確かめる 

△（スペース）  
または △＆△ 

愛知△教育 

愛知 & 教育 

△OR△  
または △|△ 

名大 OR 名古屋大学 

名大 I 名古屋大学 

△NOT△ 
または △- 

色彩 NOT デザイン 

色彩 –デザイン 

ブール検索 

１．データベース 



１．データベース 



掲載誌名 巻（号） 掲載頁 発行年 

書誌情報 

著者名 

本文のPDF 名大OPAC検索 

13 

１．データベース 

論文タイトル 

抄録（アブストラクト） 



一
覧
画
面 

OPACへのリンク 

14 

［OPAC］ボタン 

１．データベース 

今探している巻・号があるか 

どうかを確認する。 



引用情報 

１．データベース 

■参考文献 

この論文が引用して
いる論文。本文が
CiNii内にあれば 

そのまま読める！ 

■被引用文献 

この論文を引用して
いる論文。本文が
CiNii内にあれば 

そのまま読める！ 



論文や図書の参考文献・注などを手がかりに、 

順番にさかのぼって文献を見つけていく方法。 

１．データベース 

チェイニング（芋づる式） 



 引用情報からの検索が可能 

 Web of Knowledge上で提供される 

 全分野をカバー 

Science Citation Index Expanded （1899 -） 

Social Sciences Citation Index   （1898 -） 

Arts & Humanities Citation Index （1975-） 

 各分野の最重要な雑誌を収録 

 

Web of Science 

１．データベース 



１．データベース 

Times Cited 

この論文を 

引用している 

文献のリスト 

References 

この論文が 

引用している 

文献のリスト 

Related  

Records 

同じ論文を引用
している文献 



検索結果 
文献A 

文献Aが 
引用している 

文献群 

文献Aを 
引用している 

文献群 

文献Aと 
引用文献 
を共有 

する文献 
References 

Times 

Cited  
Related Records 

検索結果と引用関係 

１．データベース 



１．データベース 

http://scholar.google.co.jp/ 



収録範囲（収録誌、項目、収録年など）を知り、探している情報が
載っていそうなデータベースを選ぶ。 

例）「トリアージ」（治療の優先度判定）に関する文献を探す 

データベースの選択 

 

１．データベース 

CiNii 
 

医学分野の学術文献のほか、電子トリ 

    アージシステム構築など、他分野の研究 

    もあわせて調べられる 

J-STAGE 

全分野の学術文献を調べられる 

電子ジャーナルを提供しているため、本 

   文に検索語を含む文献を検索できる 

他データベースにくらべ収録誌が少ない 

大宅壮一文庫雑誌記事索引 
 

学術的な文献は探せないが、社会的評価、 

    評論・解説記事などを調べるのに使える 

 

医中誌Web 
 

医学分野の文献を網羅的に調べられる 

他分野の関連研究（意思決定、情報処理 

  など）はあまり収録されていない 



１．データベース 

 データベースの種類 

 代表的な書誌データベース 

 CiNii Articles 
 ブール検索 

 ＯＰＡＣへのリンク 

 引用情報 

 チェイニング 

 Web of Science 
 検索結果と引用情報 

 データベースの選択 

まとめ 



１．データベース 
 

２．電子ジャーナル 
 

３．電子書籍 
 

４．利用者教育  

本日の内容 



２．電子ジャーナル 

 電子ジャーナルとは？ 

 パソコンの画面上で読める雑誌 

 論文表示形式・・・PDF, HTMLなど 
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通常のWebサイトに用いられる形式 
ブラウザだけで閲覧可能、リンクもある 
画面上で通読するときはこちらを選ぶと良い 

HTML 

 

冊子体（プリント版）の見え方に近い 
Adobe Readerが必要（無料） 
印刷や保存にはこちらを選ぶと良い 

PDF 



２．電子ジャーナル 

 電子ジャーナルとは？ 

 パソコンの画面上で読める雑誌 

 論文表示形式・・・PDF, HTMLなど 

 利点 

 研究室で２４時間利用可能 

 複数の人が同時に閲覧可能 

 製本中・欠号がない 

 論文の本文まで検索可能（全文データベース） 

 最新号もすぐに利用可、印刷前の記事が読める雑誌も 



２．電子ジャーナル 

 電子ジャーナルの提供元 

 商業出版社系 

 エルゼビア社のScienceDirect 

 シュプリンガー社のSpringerLINKなど 

 学協会系 
 American Chemical Society 

 PubMed Centralなど 

 アグリゲータ系（仲介業者・機関が集めて提供） 
 ProQuest 

 EBSCOhostなど 



２．電子ジャーナル 

 導入による変化 

 研究環境 

 物理的、時間的制約がなくなり、利便性が向上 

 図書館 

 受入・製本・保管業務から、契約・提供業務へ 

 ILL業務の減少 

 問題点 

 価格の高騰化 

 バックナンバーの保証なし 

 解決のために 

 オープンアクセス 



２．電子ジャーナル 

 オープンアクセス・ジャーナル 

 論文の執筆者から掲載料を徴収 

 BioMed Centralなど 

 

 機関リポジトリ 

 大学等の研究機関が、構成員の生成した知的生産物を
電子的形態で収集・保存し、無料で公開することを目的と
して設置する電子アーカイブシステム 

 



http://www.doaj.org/ 

２．電子ジャーナル 

http://rnavi.ndl.go.jp/rnavi/ (国立国会図書館「リサーチ・ナビ」) 



２．電子ジャーナル 

http://ir.nul.nagoya-u.ac.jp/dspace/index.jsp 



２．電子ジャーナル 

http://jairo.nii.ac.jp 

http://jairo.nii.ac.jp/


２．電子ジャーナル 

 提供方法  

  -名古屋大学の例- 

  約32,000誌の電子ジャーナル 

 

 OPACから 

 アクセスサービスから 

 データベースから 

 提供元サイトから 

 



雑誌から探す 

OPAC 

２．電子ジャーナル 

34 

電子ジャーナル 

（契約／無償公開） 

雑誌から探す 

論題、件名、抄録中の
キーワードから探す 

本文から探す 

アクセス
サービス 

提供元 
サイト 

データ 

ベース 
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OPAC 
雑誌が分かっている場合、OPACで探せます。 
 
■■■ こんなとき！ ■■■ 
論文の参考文献（ Reference ）に入っている文献を探し
ていて、手元に掲載雑誌名、巻号、ページ情報がある。 
 

電子ジャーナルがない場合もプリント版を探せる 
 
プリント版が無く、電子ジャーナルのみの場合は探せない 

２．電子ジャーナル 

雑誌から探す① 
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OPAC 
所蔵一覧・書誌詳細画面 

２．電子ジャーナル 
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雑誌が分かっている場合、電子ジャーナル 
アクセスサービスで探せます。 
 
■■■ こんなとき！ ■■■ 
論文の参考文献（ Reference ）に入っている文献を探し
ていて、手元に掲載雑誌名、巻号、ページ情報がある。 
 

電子ジャーナルの有無を一覧で確認することができる 
 
電子ジャーナルがなく、プリント版のみの雑誌は探せない 

アクセス
サービス 

雑誌から探す② 

２．電子ジャーナル 
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タイトル順 
リスト 

分野から 
検索 

雑誌名、ISSN、 

提供元から検索  

雑誌名（ISSN）＋ 
発行年・巻号・ページを指定して検索 

※Reference listから特定論文を探すツール  

２．電子ジャーナル 
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雑誌名 [ISSN] 
利用可能年・巻号 

複数の提供元があるときは
並べて表示されます 提供元 

     マークがあるときはUser ID / 
Passwordが必要。鍵マークをクリック
すると表示します（学内限定） 

  マークはその他の情報 

２．電子ジャーナル 
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雑誌名や掲載巻号、ページが分からなくても、 
論題や抄録中のキーワードで論文を探せます。 
 
■■■ こんなとき！ ■■■ 
テーマで論文を探したい、論題は分かるけど、どの雑誌
に載っていたかがわからない、ある著者の論文を集め
たい・・・など 
 

雑誌を定めず、テーマや著者名などで広く論文を探せる。 
 

電子ジャーナルで読めない論文もヒットする。論文本文の検索は 
できない 

データ 

ベース 

２．電子ジャーナル 

キーワードから探す① 
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２．電子ジャーナル 



２．電子ジャーナル 

データベースの検索結果からフルテキスト等へリンク 

Nagoya University Link Service 

  NULink（エヌ・ユー・リンク）とは？ 

 

名古屋大学が契約するデータベースなどの検索結果画面に 
表示され、該当論文のFULL TEXTへ誘導するツールです。 
電子ジャーナルの他、名古屋大学や国内の大学図書館で 
所蔵する冊子体の検索などをナビゲートします。 
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フルテキストへのリンク 

プリント版の所蔵検索 

上から名古屋大学、 
全国の他大学、 
国立国会図書館 

２．電子ジャーナル 
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論題や抄録だけでなく、本文中のキーワード
を用いて論文を探せます。 
 
■■■ こんなとき！ ■■■ 
テーマで論文を探したいが、DBではヒットが少なかった、 
抄録にないようなキーワードで論文を検索したい 
・・・など 
 

データベースと比べ、本文まで検索するのでより広く検索できる 
 

ノイズが多い、１サイトで分野全体を網羅的に検索はできない 

提供元 
サイト 

キーワードから探す② 

２．電子ジャーナル 
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「Search」：検索画面（Advanced Search）へ 

{heat island} tokyo 

プルダウンメニューで 
Full Text を選択 

２．電子ジャーナル 
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本文を見ると、 

検索ワードが赤字で
表示されています。 

２．電子ジャーナル 



「データベース」と「提供元サイト」の違い 
 

データベース 

様々な出版社の雑誌を採録（検索対象は広い、 

分野網羅的） 

絞り込みなどの検索機能に優れている 

入っているデータは抄録や書誌情報（本文なし） 
 
電子ジャーナルの提供元サイト 

本文データを持っているので、マイナーなキーワードも 

全文検索でヒットしやすい 

ひとつの提供元の雑誌だけを収録（検索対象が狭い） 

検索機能は簡易なものしかない 47 

２．電子ジャーナル 



２．電子ジャーナル 

まとめ 

 電子ジャーナルの形式・利点・提供元 

 導入による変化と問題点 

 解決のために 

 オープンアクセス・ジャーナル 

 機関リポジトリ 

 提供方法 

 OPACから 

 アクセスサービスから 

 データベースから 

 提供元サイトから 



１．データベース 
 

２．電子ジャーナル 
 

３．電子書籍 
 

４．利用者教育  

本日の内容 



３．電子書籍 

 電子書籍とは？ 

 パソコンや専用リーダー等の電子機器で閲覧する書籍 

 ダウンロード型 ⇔ オンライン型 

 調べるタイプ ⇔ 読むタイプ 

 利点 

 時間，場所の制約がない 

 貸出中がない 

 検索が可能である（全文検索，横断検索） 

 かさばらない 

 絶版にならない 

 タイトルによっては最新の情報を得ることができる 



 調べるタイプ 

 辞書・事典、データ集など 

 データベースのように検索して利用 

３．電子書籍 

 
 
 
 
•手軽に２４時間 
•どこからでも検索 
•情報の発信源が不明確 
•予告なく更新・削除 
 
 

 

 
 
 
•手軽に２４時間 
•学内限定・同時アクセス数 
 制限 
•情報の発信源は明確 
•学術情報に特化 

 

電子ブックで 
調べる 

インターネットを 
検索エンジンで調べる 
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 コンテンツ ３０以上収録 
 

    百科事典：  日本大百科全書（ニッポニカ）(小学館）                                        
  Encyclopedia of Japan（講談社）   

  人名事典：  日本人名大辞典（講談社）  JK Who’s Who   
  用語事典：  情報・知識 imidas（集英社） 
           現代用語の基礎知識（自由国民社） など 
  国語辞典：  日本国語大辞典 デジタル大辞泉（小学館） 
  その他  ： 英和辞典・ 和英辞典 日本古典文学全集（小学館）・          
           週刊エコノミスト（毎日新聞社） 東洋文庫（平凡社） など 
   

 学内限定 同時アクセス２  

調べる 

４．電子書籍 
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ノーベル 

４．電子書籍 



４．電子書籍 
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４．電子書籍 

調べる 



 読むタイプ 

 学術書、教科書、小説等をPC上で読む 

 専用リーダーと違い、PC上での通読は大変かも・・・ 

 名古屋大学で契約している出版社系の電子書籍 
  Cambridge Books Online （全分野 / 英語） 
  Cambridge Companions Online （文学・哲学 / 英語） 
  Cambridge Histories Online （歴史 / 英語） 
  EBSCO eBook Collection （多分野 / 英語・日本語） 
  ScienceDirect （生化学・生命科学 / 英語） 
  SpringerLink Book Series （多分野/英語） 

 無料の電子書籍 
 青空文庫 (http://www.aozora.gr.jp/) など 

   著作権の切れた図書の全文をインターネットで公開 

３．電子書籍 



３．電子書籍 

読む 

http://www.aozora.gr.jp/ 

http://www.aozora.gr.jp/


３．電子書籍 

読む 

http://www.archive.org/details/texts 

http://www.archive.org/stream/householdstories00grim


３．電子書籍 

★電子ブック  

をクリック 

 提供方法  

  -名古屋大学の例- 

  約15,000タイトルの電子書籍 

 OPACから 

 Webサイトから 



３．電子書籍 

まとめ 

 電子書籍の種類と利点 

 調べるタイプ 

 JapanKnowledge+ 

 理科年表 

 読むタイプ 

 無料の電子書籍 

 青空文庫など 

 提供方法 



本日の内容 

１．データベース 
 

２．電子ジャーナル 
 

３．電子書籍 
 

４．利用者教育  



４．利用者教育 

 著作権と契約 

  “Terms and Conditions” 「協約と利用条件」を遵守 

 利用制限  

 システムによる自動ダウンロード禁止 

 大量ダウンロード禁止 

 本学の構成員による個人利用に限定 

 データを改ざんして利用することの禁止 

 

 ！違反すると全学の利用が停止になることも！ 

 



 講習会 

 電子リソース入門、日本語論文の探し方、レポート資料の
探し方、データベース講習会等を開催 

４．利用者教育 



４．利用者教育 

 ガイドシート 

 ツールごとの使い方案内 
 http://www.nul.nagoya-u.ac.jp/guide/gsheets/index.html 

 



４．利用者教育 

 授業資料ナビ 

 基礎セミナーのテーマに個別対応するパスファインダー
http://pathfinder.nul.nagoya-u.ac.jp/ 



４．利用者教育 

まとめ 

 著作権と利用条件 

 利用の促進と支援 

 講習会 

 ガイドシート 

 授業資料ナビ 



おまけ 

電子コレクション（デジタルアーカイブ） 

錦窠植物図説 山茶科 山茶譜 

ツバキ目ツバキ科 ツバキ 

http://libst1.nul.nagoya-u.ac.jp/eco/index.html
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電子情報 

 

 

 

受講頂きありがとうございました 
 


